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５．その他  
大 学 名 内 容 等 

名寄大 ・市内高校生のインターンシップ受入（平成 21 年 9 月 16～18 日） 

札幌医大 ・平成 21 年 7 月 図書館集密書架（50,000 冊）、基礎医学部門、がん研究所、

医療人育成センター、保健医療学部（15,000 冊）の蔵書点検を行った。 

山形保医大 ・平成 21 年 4 月 1 日から公立大学法人山形県立保健医療大学となる。 

群馬女子大 ・中学生の職場体験学習の受入（８月：３人） 

埼玉県大 ・平成２２年４月１日より公立大学法人埼玉県立大学となる。 

産技大院大 ・図書館施設を共有する産業技術高等専門学校品川キャンパス図書館と図書及

び雑誌の混配を行った。 

・図書館 blog を開設 

新潟看大 ・ 機関リポジトリを構築中 

新潟県大 ・平成 21 年 4 月、公立大学法人として開学した。 

石川看大 ・法人化準備室及び県立大学担当職員と合同で、法人化後の図書の管理・運営

業務等について検討 

・廃棄基準に沿って、不用図書や不明図書の除籍・廃棄を予定 

・特別雇用臨時職員 4 名により、①製本雑誌約 3,000 冊のデータ登録、②研究

室蔵書点検を実施 

・2009-2010 年度日本看護図書館協会事務局担当業務を実施 

・ILL 文献複写業務における私費（学生、卒業生、修了生等）の取扱について検

討中 

石川県大 ・図書資料の除籍に関する要綱を策定した。（6 月） 

金沢美工大 ・平成 22 年度 4 月 1 日より公立大学法人に移行 

山梨県大 ・図書館だより「Yonzya Vol.5」発行  平成 21 年 12 月 

・「図書館年報 平成 21 年度(平成 20 年度実績)」 平成 22 年 1 月 

都留文大 ・平成 20 年度より本学が公立大学法人化され、図書館では主として次の大学中

期目標・中期計画「教育環境の整備に関する取組み」に則る〔ソフト面の充実

を図り学生の自学自習を支援する〕事業運営が行われる。 

 ① 初年次教育の充実：初年次学生に学術情報リテラシー教育を行なう。 

 ② 機関リポジトリの構築に向けた検討を開始し、平成 22 年度には実施。 

 ③ 雑誌データの図書館システムへの遡及登録を行う。 

 ④ 貴重資料のデジタル化による公開の可能性について検討を開始する。 

岐阜看大 ・22 年 4 月 1 日より公立大学法人岐阜県立看護大学となる。 

岐阜薬大 ・ 図書館利用案内(2009 年版)の発行 

・ 岐阜薬科大学紀要第 58 号(2009 年版)を電子出版 

静岡県大 ・学生による選書ツアーを実施した。 

・図書館職員による利用講習会や外部講師によるデータベース講習会を実施し

た。 

・社会のトピックや他機関と連携した図書館資料の展示を行った。 

・セクシャル・ハラスメント、防災関係資料リストを作成・配布した。 
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 ・図書館だより『My Library  -2 キャンパス図書館だより-』２号を発行した。 

・図書館ホームページに「研究紀要」のサイトを構築するとともに、各学部発

行の紀要を電子化し CiNii にデータを登録した。 

・静岡県看護協会の依頼を受け、看護師に向けて情報検索講習会を実施した。 

・「第 33 回 日本死の臨床研究会年次大会」に、「岡村昭彦文庫」の資料を展

示・紹介した。 

愛知県大 ・全学企画「県大ファンファーレ 2009」の一環として、企画展示「こんなとこ

ろにダーウィン・あんなところに進化論‐ダーウィン生誕 200 年・『種の起源』

刊行 150 年‐」、講演会「本」のお仕事人シリーズ第 3 弾 「『編集者』のお仕

事」を開催した。 

・文部科学省戦略的大学連携支援事業「共同図書環（館）のネットワークシス

テムの構築と新たな教養教育プログラムの開発」に着手。新しい図書館システ

ム「ToshoRing」を開発し、近隣の大学と共同で既存図書館とは別に所蔵を構築

している。（平成 20 年度から平成 22 年度までの 3 カ年）。 

名古屋市大 ・中学生の職場体験学習の受入（11 月に 2 校：計 5 名） 

三重看大 ・平成 21 年 4 月より公立大学法人三重県立看護大学となる   

・中学生の職場体験学習の受入  

滋賀県大 ・新型インフルエンザによる全学休講のため 9 時～17 時に短縮開館（5 月 4 日

間） 

京都府大 ・ 図書館利用規程等を一部改正、うち図書館府民公開要綱をホームページで府

民に公開 

京都医大 ・複写及び複写機器に関する業務を(財)京都府医学振興会から図書館に移管し

た。 

大阪府大 ・平成 20-21 年度 NII CSI 推進委託事業に採択され、平成 21 年 4 月「大阪府立

大学学術情報リポジトリ」OPERA を公開。 

・古典籍へのいざない《展観と講演》「食は書籍に在り」の実施 

展観：平成 21 年 9 月 28 日～12 月 28 日 

 展観資料：食文化関連資料 15 点 

 講演会：平成 21 年 10 月 29 日（木）北村禎三氏 (本学元教授) 

・「機関リポジトリの活用と学術コミュニケーション」講演会の開催 

  平成 21 年 12 月 10 日(木) 東北学院大学教授 佐藤義則氏 講演 

大阪市大 ・ 平成 21 年度目録システム地域講習会（雑誌）の開催（国立情報学研究所と

の共催） 平成 21 年 8 月 26 日~28 日開催 24 名受講 

・ 市民向け秋期講座「新聞データベースで時代を知る」講演と検索実習 

  平成 21 年 11 月 7 日開催 市民参加者 25 名 

・ EU フレンドシップ企画「秋のドイツ映画上映会」開催 

  平成 21 年 10 月 30 日 11 月 2 日 

・ 公立大学協会図書館協議会第 35 回研修会 

 「ホームページ講習会」開催 

  平成 21 年 8 月 21 日 22 大学 28 名参加 
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 ・ 大学図書館近畿イニシアティブ中級研修開催 

「行動するライブラリアンを目指して」 

神戸外大 ・センターだより『AD ALTIORA SEMPER』の発行 

 第 30 号（6/30 発行）･第 31 号（11/30 号発行） 

・利用案内リーフレット『ご存知ですか？』の発行（継続中） 

・パスファインダー『Infosheet』の発行（継続中） 

奈良県大 ・奈良県立図書情報館と相互協力に関する協定を締結 

和歌山医大 ・公立大学協会図書館協議会研修会開催（平成 21 年 8 月） 

  ※奈良県立医科大学附属図書館と共催 

岡山県大 ・学生による選書ツアーを実施し、選定図書を１ヶ月間、展示コーナーを設け

て展示 

・図書館報「OpuL」（№3、№4）発行 

県立広島大 （広島キャンパス） 盗難防止のため，館内（出入口）に防犯カメラ設置。 

山口県大 ・現在の学部構成を考慮し、蔵書の大幅な見直しを実施、不要な図書の除籍作

業を行った。 

・桜圃寺内文庫収蔵資料の「暫定版目録」を当館ホームページで公開した。 

下関市大 ・「山口県大学共同リポジトリ“維新”」に参加。平成 21 年 10 月 28 日より正

式公開。 

福岡女子大 ・所蔵企画展 

第 1 回 栄養健康科学科「Welcome to department of nutrition and health 

science!! 」 

第 2 回 国文学科「近代の文学」 

第 3 回 環境理学科「生命科学の本：日本動物学会と日本比較生理生化学会

出版叢書から」 

大分看大 ・附属図書館図書等整備方針及び同整備要項の制定 

長崎県大 ・「図書館だより」No.１２、No.１３を発行（佐世保校） 

・中学生の職場体験学習の受入れ（両校） 

・図書館主催第４回講演会開催（11 月 18 日 佐世保校） 

 
 


